
「事務局たより」号外    2019.2.22          北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会・事務局 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78 年前の 1941 年 12月 8 日、スパイ冤罪事件で特高に検挙され、暗黒裁

判で懲役 15 年とされた北大生・宮澤弘幸は網走刑務所に収監された。戦後に

釈放されたが 1947 年 2 月 22 日、27 歳で事実上獄死した。その命日の 2 月

22 日午後、新宿・常圓寺で、顕彰追悼墓参と「宮澤・レーン事件を考える集い」

が開かれ、北大ＯＢを中心に約 60 人が参加した。 

安倍政権の国民を再び戦争への道へ引きずり込もうとする暴走が続く中、墓

前で宮澤弘幸に対する国家権力による弾圧・犯罪を許さぬ思いを新たにした。 

集いでは、荻野富士夫・小樽商大名誉教授が「よみがえる戦時体制―大学と

教育をめぐって」と題して講演した。荻野さんは、Ａ４13 ㌻にわたる詳細なレ

ジュメをもとに、戦前の教育の思想統制が戦争への道とセットになって強行さ

れた経過を詳しく説明した。そして宮澤・レーン事件を戦時下の北大の中に置

いてみると、理系の帝国大学ゆえに国家の総力戦遂行体制を大学自らが自覚的

に推進した。だからスパイ冤罪事件に対しても冷厳が対応をしたのではないか

と提起した。 

続いて、30 数年前から宮澤弘幸スパイ冤罪事件の残酷さを訴えてきた山野井

孝有さん（毎日新聞ＯＢ、真相を広める会元代表）が、この事件を告発してき

た上田誠吉弁護士、宮澤弘幸の義弟・秋間浩さん、藪下彰治朗朝日新聞記者（い

ずれも故人）を回想して発言した。伊藤陽一さん（北大ＯＢ、法政大学統計研

究所元所長）は、今大問題となっている統計不正問題について、「統計不正問題

をどうとらえるか」について専門的見地から報告した。 

安倍政権の暴走の先には、国家権力による弾圧と一体となった戦争体制が待

ち構えていることは間違いない。北大ＯＢのみなさんが「宮澤・レーン事件を

忘れない！」と墓参と集いを継続している努力を讃えたい。 

上＝講演する荻野富士夫・小樽商

科大学名誉教授。 

右＝30 数年前から宮澤弘幸スパ

イ冤罪事件に取り組んできた経過

を報告する山野井孝有さん 
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